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結晶中の素励起の運動に注目し､系の他の自由度を熟浴 と考えた場合､素励起 と熱浴 と
の動的な相互作用が問題 となる状況はしばしば現れる｡例えば､アントラセンなどの分子性
結晶ではtripletexcitonのバ ンド幅は分子間振動の最低エネルギーとほぼ同 じくらいである










するoこのハ ミル トニアンは先に挙げた分子性結晶におけるexciton-phononsystem のモデ
ルとして HakenとStroblが 1973年に提案 した ものであるl]o 彼 らは揺 らぎが Gaussian
WhiteMarko仔processに従 うと仮定 して､揺 らぎについて平均 した密度行列の方程式を厳
密に解いた｡ その結果､長時間極限において揺 らぎの強さにかかわ らずexcitonの運動は拡




は拡散的となることが示された｡ しか し､理論的進展は主 として対角的揺 らぎの場合に限 ら
れ､非対角揺 らぎの効果は数値的にもほとんど分かっていない【2-91 ｡ この論文では､対角､




















































となるOまた T は Tの複素共役である.(6)式および(7)式から､確率過程を数値的に作
り多 くのサ ンプルにわたって平均を取ることにより拡散定数を計算す ることができる[12】 ｡
§4計算結果
数値計算は1次元系について行った｡主なパラメータの値は時間のきざみJe-0.005､
サイ ト数 ⅣA-80-200､サンプル数 400-1000である｡また格子定数は1にとってある｡
図2は対角揺 らぎのみ存在する場合に拡散定数を揺 らぎの変化の速 さを表すパラメータ
Toの関数として描いたものである｡ 実線が我々の結果､点線および破線 はそれぞれCPA[11]
とKa･ssnerl91の結果である｡ 揺 らぎの変化が速い領域 (To>△)ではすべての結果は一致
するが､揺 らぎが遅 くなるとCPAの結果は定性的にも悪 くなることがわかる｡〃Oを1から
増や していったときに極小点が竹の小 さい方へ シフ トするのは､〃oとともに重ね合わせる
two-state-jumpprocessの振幅が小 さくなっていくためにより小 さいToの値で揺 らぎの平均
化がおこるようになるためである｡
図 3は非対角揺 らぎに対 して同様に拡散定数を非対角揺 らぎの変化の速 さを表すパラ
メータ71の関数 として描いたものである｡この図はNl-1の場合であるが､図 2と同様





図4(a)はやはり非対角疲 らぎのみの場合に拡散定数を揺 らぎの振幅の関数 として描い





ともにボンドの状態の数 も増えていく (図1参照)ため､△1を変えたときにボン ドが切れ
る条件を満たす△1の値が複数個でて くるためであるoNl-∞(Gaussian)のときは､非対
角揺 らぎは連続状態をとるのでどのような△1に対 して もボン ドが切れる条件は満たされる
と考えられる｡ 従って､Ⅳ1-00の結果はいわば極小点の連続 と考えることができる｡この













加するため､そのサイ トを通って拡散 しやす くなるからである｡また､状態の数が少ない方
が分布の非対称性に敏感であるから､No-1の場合に増加の割合がもっとも大 きくなって
いる｡









system に近づいていき､∂1- 1.0では完全にatomicとなるo 従って､この場合拡散定数は
∂1の単調減少関数となる｡
最後に対角揺 らぎも同時に存在する場合の∂1依存性を図6(b)に示 した｡白丸は図6(a)
と同 じデータ､黒丸は対角揺 らぎも同時に存在するときのデータである.対角揺 らぎが存在
すると極小点はなくなり､拡散定数は単調減少関数となっている｡このことは､対角揺 らぎ
によって61- 1での発散がなくなり､非対称性が増すことは系のtransferenergyを減 らす














































図2対角揺 らぎのみが存在する場合の拡散定数O横軸は揺 らぎの変化の速 さToであるo 以
後､パラメータはすべて transferenergyJでスケ-ル してあるo
Nl- I
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